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はじめに
本製品は電動スクーターです。安全な道路で本製品を使用してください。

このスクーターを充電し、操作する前に、本書の全ての指示と安全警告に目を通し、理解
し、遵守することが重要です。

電動スクーターの乗車には固有のリスクと危険が伴います。転倒や怪我のリスクを最小限
に抑えるために、このスクーターの安全な操作と制御方法を理解してご使用ください。
常に適切な判断、常識、および保護具を使用してください。

■法律遵守と保安基準
道路交通法と保安基準に適合する保安部品は標準装備されています。　
·前照灯　·番号灯/ 尾灯　·警音器　·後写鏡　
·制動灯　·方向指示器（前後ウインカー）　·速度計

■公道走行
法律上は原動機付自転車となります。公道走行の際は以下の点をお守りください。

１、ナンバー登録が必須です
２、自賠責保険への加入が必須です
３、ヘルメットの着用が必須です
４、第一種原動機付自転車を運転することができる免許の携帯が必須です
５、車道を走る必要があります

この取扱説明書では、MANTIS10の取扱い方法を説明しています。
取扱説明書をよく読み、内容を理解したうえで正しくご使用ください。
取扱説明書はお読みになった後も大切に保管してください。

■ 製品の仕様変更などにより、本書に記載の画像や内容が実際の製品と多少異なる場合が
あります。

■ この取扱説明書の記載内容は、予告なしに変更することがあります。

■ 本製品を贈呈や貸与する場合は、本書及び購入時に添付されていた書類一式を必ず製品
に添付してください。



警告表示について
■安全にご利用いただくために
ご使用になる方や他の方への危害、財産への損害と電動キックボードの損害を未然に防止
するために本書に記載されている内容をよく理解していただき、警告・注意・禁止事項を
必ずお守りください。

※不注意や誤った操作などは事故につながる恐れがあります。本書に記載されている内容
をよく理解していただき、各記載事項をお守りください。

箱を受け取ったら、輸送中の破損やネジの緩みがないか、中身を点検してください。何か
違和感がある場合は、写真を撮り、すぐに購入先にご連絡ください。

■表示マークについて
ご使用になる方や他の方への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいた
だくことを次のように説明しています。

警告 「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

注意 「傷害を負う可能性または物質的損害が発生する可能性が想定され
る」内容です。

強制 ・異常を発見したら販売店にご相談ください
・変形、ひび割れなど異常のある部品は必ず交換してください
・変形を直しての再使用は破損の原因になるので絶対に行わないで
ください



■電源プラグや充電プラグを濡れた手で抜き差ししない
感電する恐れがあります。

■電源プラグや充電プラグは根元まで完全に差し込む
感電や火災の恐れがあります。

■火の中に入れたり加熱したりしない
火災や破裂により怪我をする恐れがあります。

■窓を閉め切った車内、直射日光の当たる所、高温になる所にバッテリーを放置しない
火災や破裂により怪我をする恐れがあります。

■雨に濡れる所や浴室・洗面台などの水のかかる場所で充電したり、保管・放置しない
感電や火災の恐れがあります。

■発電アダプタ・コード・プラグが傷んだものは使用しない
感電や火災の恐れがあります。

■幼児の手の届く所に置かない
感電や怪我の恐れがあります。

■分解や改造はしない
感電や火災の恐れがあります。

■端子間に金属などを接触させない。針金などの金属の上に置いたり、一緒に保管・放置
しない
感電や火災の恐れがあります。

■バッテリーを長期間放置しない
長期間の保管はバッテリー劣化の原因となります。目安として3か月に1回は充電をしてく
ださい。

■バッテリー・充電アダプタ・コードは他の機種やその他の用途には使用しない
火災や破裂により怪我をする恐れがあります。

安全上のご注意
バッテリー/充電アダプタのコード・プラグについて-1

警告



■バッテリーを充電する場合は、専用の充電アダプタを使用し、指定の充電条件を守る
火災やバッテリーの破裂により怪我をする恐れがあります。

■電源はAC100～240V(50/60㎐)を使用する、またコンセントやコードは定格内で使用する
火災の恐れがあります。

■充電中バッテリーやアダプタの放熱を妨げない、また上に物をかぶせない
火災の恐れがあります。

■ほこりの多い場所で充電したり保管しない
火災の恐れがあります。

■充電中はバッテリーやアダプタに皮膚が長時間触れないようにする
低温やけどの恐れがあります。

■アダプタは平らなところに置く
アダプタが落下し、怪我をする恐れがあります

■充電が完了したら、プラグをバッテリーから外す
差し込んだまま放置すると火災の恐れがあります。

■コードの抜き差しはプラグを持って行う
コードが傷つき、感電や火災の恐れがあります。

■コードを持ってバッテリーやアダプタを持ち上げたりひっぱらない
コードが傷つき、感電や火災の恐れがあります。

■コードやプラグをショートさせない
火災の恐れがあります。

■バッテリーやアダプタを落下させたり衝撃を与えたりしない
破損し火災の恐れがあります。

■コードを破損させない
感電や火災の恐れがあります。

安全上のご注意
バッテリー/充電アダプタのコード・プラグについて-2

警告



■プラグにゴミや土、油がつかないようにする
感電や火災の恐れがあります。

■お手入れの際にベンジン・シンナー・アルコール・磨き粉などは使用しない
部品が傷つき火災の恐れがあります。

■長時間使用しないときは必ず電源プラグをコンセントから抜いておく
感電や火災の恐れがあります。

■一般のごみと一緒に捨てない
火災や破裂により怪我をする恐れがあります。破棄する際は自治体にご確認の上、規定に
従ってください。

■万一、バッテリーから液が漏れた場合は以下の注意事項を守ってください
・皮膚や衣服につけない　
・目に入ったり皮膚についた場合は直ちにきれいな水で洗い流し、医師の治療を受ける

■バッテリーやアダプタが以下の時には、速やかに使用を中止し、購入した販売店に連絡
してください
・水没させたとき　・内部に水や異物が入った時　・落下させたとき　・異臭がした時
・強い衝撃を受けた時　・ケースが破損した時　・異音が発生した時　・発煙があった時　

■バッテリー接続部に磁気を帯びたものを近づけない
バッテリーの故障の原因となります。

安全上のご注意
バッテリー/充電アダプタのコード・プラグについて-3

警告



安全上のご注意
MANTIS10本体について

■操作スイッチを「ON」にしたまま駐輪、停止、押し歩きをしない
■走行中は操作ボタンを注意を払って操作してください。または停止して操作してくださ
い。
→　転倒や怪我の恐れがあります。

■車体やアシストユニット(国土交通省のルールに従って付けられた保安部品）を分解、改
造しない
→　感電や怪我の恐れがあります。

警告

■初めて乗るときは

MANTIS10は工場から出荷する際に全数個別にテストしていますが、稀に輸送中に破損する
可能性があります。何か違和感がある場合は、乗る前に購入店に連絡してください。
初回および次回以降の走行前に、ブレーキレバーを引き、ブレーキに充分なテンションが
かかっていることを確認してください。

■走行中に異音が発生したり、異常だと思ったら使用を中止して販売店またはメンテナン
ス契約店舗で点検・整備してください。

→　そのまま使用を続けると事故の原因となる恐れがあります。

■走行中に異音が発生したり、異常だと思ったら使用を中止して販売店またはメンテナン
ス契約店舗で点検・整備してください。
→　そのまま使用を続けると事故の原因となる恐れがあります。

■必ず平らな場所に駐輪してください
→電動キックボードが倒れて怪我をする恐れがあります。

注意



ウィンカー（方向指示器）

ヘッドライト
※位置を変更しました

モーター

バックミラー

LCDインテリジェント
ディスプレイ

ウィンカー（方向指示器）

リヤブレーキバー

フロントブレーキバー
ターンシグナルモードスイッチ

キックスタンド

　 各部の名前

内蔵型バッテリー

充電ポート

モーター



　 組み立てのしかた
１，スクーターを地面に置き、キックスタンドを引き出して固定する

２，ハンドルポストを引き上げて垂直にします。ステアリングバーはま
だハンドルポストに固定されておらず、ケーブルワークで緩く接続され
ているだけなので注意してください。

３，ロックリングを下向きにスライドさせます。２つのバックルをロッ
クリングにしっかりと固定します。毎回乗車前にバックルがロックリン
グのまわりにしっかりとロックされていることを確認してください。

４，ハンドルバーをハンドルポストの
上に置き、金属プレートを付属のネジ
4本でネジどめします。最も快適なラ
イディングポジションを得るために、
ネジを締める際にはハンドルバーを最
も上向きにすることを　おすすめしま
す。

①フックをはずす ②ハンドルポストを起こす

③ロックリングを
    下にスライドさせる

④２つのバックルを
     手前に倒す

⑤しっかり締めます

※レバー部分のネジで
固定具合を調節できます



　 組み立てのしかた
折りたたむとき

バックミラーの取り付け

バックミラーは輸送時の破損を防ぐため
に、取り外した状態で梱包いたします。
同梱のネジで固定してください。

折りたたむときは、バックルを緩め、ロックリングを上にスライドさせ
ます。ハンドルポストを折りたたみ、ボード後部のフックに装着すれば
固定されます。

※ご購入直後は、ハンドルポストに沿ったケーブルにより折りたたみに
くい場合がありますが、ケーブルが不自然に車体に挟まっていないこと
を確認した上で、ハンドルポストを強めに押してください。使っている
うちになじんできます。



　 充電のしかた

充電ポート

充電中はランプが赤く点灯、充電が完了すると緑色になります。
フル充電まで約6.5時間かかります。

・スクーターの電源を切った状態にしてください
・充電ポートのカバーを外し、充電器を接続します



操作について
ターンシグナル・モードスイッチ（左ハンドルについています）

左ウインカーが点滅 右ウインカーが点滅

ホーン（クラクション）

ライトボタン：押すとハイビームになります

複数のボタンを押した場合、機能の優先順位は高い方から順に、
ターンシグナル、ブレーキ、ライトの順になります。

ライトボタン
（ハイビーム）

ターンシグナルボタン
：押すとフロントとリアデッキの左ウィンカーが点滅します

：押すとフロントとリアデッキの右ウィンカーが点滅します

：片方が点滅している状態で、もう片方のターンシグナルボタン
を押すと、フロントとリアデッキの左右ウィンカーが点滅します

＜もう一度押すとライトが消えます＞

ホーンボタン：押すとクラクションが鳴ります



　 ギアとディスプレイについて

③アクセル
①スピードメーター

②バッテリーインジケーター

④電源ボタン

⑤モードボタン

：バッテリーの残量を表示します。
　目安として、2バー以下で充電してください。

①スピードメーター ：走行中の速度を表示します。

②バッテリーインジケーター

③アクセル ：引くと加速します。強く引けば引くほど速く加速します。
「非ゼロスタート」設定（キックアンドゴーがオン）で配送されます。

④電源ボタン ：電源ボタンを2秒間押すと、ONまたはOFFになります。

⑤モードボタン ：表示オプションを選択します。

■ギアチェンジ ギア（1=低速、2=中速、3=高速）を変更する
　・電源がONの状態で、　を押してギア設定モードにします。
　・　 　を押してギアを切り替えます。
　・操作モードに戻るには、　を押すか、2 秒間待ちます。

MODE

■パワーランク
１：低速　0～15㎞/h
２：中速　0～25㎞/h
３：高速　0～40㎞/h
上記はバッテリー満タンで空回しの状態での数値です

液晶ディスプレイの説明

ギア・パワーランク



ODO：総走行距離

　 ギアとディスプレイについて
MODEボタンの説明

TRIP：スクーターの電源をオンにしてから走行した距離

VOL：現在のバッテリー電圧

TIME：スクーターの電源をオンにしてからの時間

CH2:00 充電モード：
スクーターがオンのままである時間（2 時間）
ディスプレイの後ろにあるUSBポートで携帯電話などの充電ができます



　 ギアとディスプレイについて

P0 タイヤの直径（MANTIS10は10）。変更しないでください

P1 コントローラーのシャットダウン電圧。デフォルトは52V。
（最小値は48V、バッテリーを長持ちさせるために52Vを推奨）

P2 モーターの磁極設定。デフォルト 30。変更しないでください。

P3 速度信号の選択。デフォルトは 0。変更しないでください

P4 距離 / 速度単位。0=km、1=miles

P5
スタート設定。1=非ゼロスタート（キックアンドゴー）、スクーターが
動いていない場合、アクセルは動作しません。
0=即時スタート（使用中はご注意ください）

P6 クルーズコントロール。0=クルーズコントロールOFF、1=クルーズコン
トロールON。

P7 初期加速度。0=ソフト、1=ストロング

P8 電気ブレーキ（E-ABS）。0＝E-ABSオフ、1＝E-ABSオン

P9 最高速度に対する制限速度の割合、すなわち100＝制限速度なし

PC 総走行距離（ODO）をクリアする

P-settings

詳細なP-settingsモード。P-settingsにアクセスして様々な高度な変更を行うには、POWER [3] と MODE [5]
を同時に2秒間押してください。

MODEボタンでP設定をスキャンします。P設定値を変更するために、POWERボタンを押す。MODE（上）
ボタンとPOWER（下）ボタンで値を変更する （アップ／ダウン）。値を変更したあと、P設定メニュー
に戻るには、2秒待 つ。操作モードに戻るには、さらに2秒待ちます。

※当セッティングの変更は行わないでください。メーカーよりお願いです。日本の道路
交通法から逸脱してしまわないためです。暗証番号をお伝えすることはできません。

※当セッティングの変更をご自身で行い、不具合が生じた場合は保証対象外となりますのでご注意ください。



①ディスプレイの電源ボタンを押します

②MODEボタンでパワーランクを選びます

③ディスプレイについているアクセルを引くと走り出します

キックボードの乗り方
起動のしかた

■まず充分な走行距離を確保してください。
■スクーターは屋内で使用しないでください。
■ハンドルバーには両手を添えてください。

■片足でスクーターに乗り、もう片方の足で軽く蹴ってわずかに動かします。
■もう片方の足で、ボードを踏み、しっかりと踏ん張ってアクセルを引きます。
■強い加速に加え、ゆっくりスタートしましょう。

走り出し

■停止するときは左ブレーキから
MANTIS10はフロントとリアのデュアルディスクブレーキを搭載しています。
ブレーキは、リアブレーキ（左のブレーキバー）を先に使って減速してから、
フロントブレーキ（右のブレーキバー）を使って完全に停止させるようにしてください。

■高速走行時は、ブレーキが敏感なため注意が必要です
特にフロントブレーキはフロントブレーキだけで停止しようとすると、
重心が高くなりすぎてハンドルバーから転倒する危険性があります。

正しいブレーキング



①前輪を足で固定してハンドルを動かした時に、力を入れてもハンドルが回ったり抜けた
りしないことを確認する。

日常点検の方法
ご使用に伴い、各部がいたんだりネジが緩んだりしてきます。これ
らを放置して使用を続けると大変危険です。安全にご使用いただく
ために、乗車前に必ず点検をお願い致します。

②スロットルを回した時に、スムーズに戻るかを確認する。
※必ず電源を切った状態で行ってください

③左右のブレーキレバーを強く握った時に、グリップとレバーの隙間が1/2～1/3になるま
でにブレーキがロックすることを確認する。

④ハンドルポストのセーフティロックがロックできるかを確認する

⑤ハンドルポスト接合部分の溶接にひび割れがないかを確認する

⑥前後のブレーキのワイヤーにさびや切れがないか確認する

⑦タイヤに充分空気が入っていて、空気圧はタイヤに記載した気圧範囲になっていること
を確認する。

⑧タイヤに布目が見えるような深い傷がないこと、接地面の模様が十分残っていることを
確認する（残溝1㎜以上）。

⑨前後輪ロックネジが緩んでいないかを確認し、緩んでいる場合は必ず固定してくださ
い。

⑩サイドスタンドのネジがしっかりしているかを確認する。

⑪テールランプやナンバープレートを取り付けるネジがしっかり固定されているか確認す
る。ヘッドライトやウィンカーなど、他の部品のネジも全て点検してください。



航続距離 50km
(70kgの人が25km/hの速さで平坦な道を走った場合）

定格出力 500w

最大速度 35㎞/h

車両重量 約23㎏

サイズ（通常時） 全長1267×全幅600×全高1230㎜

サイズ（折りたたみ時） 全長1267×全幅600×全高480㎜

最大積載量 120㎏

バッテリー リチウムイオンバッテリー　48ⅴ/13Ah

充電時間 6.5時間　※バッテリーの残容量によって変わります

防水 本体IPX5 CE

タイヤサイズ 10×2.25インチ　・　アウトドアモデル：10×3インチ

登板角度 最大25度

ブレーキ 前後ディスクブレーキ　EABS（140㎜）

ディスプレイ LCDインテリジェントディスプレイ

変速モード １：0-15㎞　2：0-25㎞　3：0-40㎞

製品仕様  MANTIS10

※メーカー調べのため走行時の気象、道路、整備などの諸条件によって走行できる距離は
変わります
※最大速度は走行状況により変化します



航続距離 80km
(75kgの人が25km/hの速さで平坦な道を走った場合）

定格出力 500w

最大速度 35㎞/h

車両重量 約23㎏

サイズ（通常時） 全長1267×全幅600×全高1230㎜

サイズ（折りたたみ時） 全長1267×全幅600×全高480㎜

最大積載量 120㎏

バッテリー リチウムイオンバッテリー　48ⅴ/18.2Ah

充電時間 7時間　※バッテリーの残容量によって変わります

防水 本体IPX5 CE

タイヤサイズ 10×2.25インチ　・　アウトドアモデル：10×3インチ

登板角度 最大25度

ブレーキ 前後ディスクブレーキ　EABS（140㎜）

ディスプレイ LCDインテリジェントディスプレイ

変速モード １：0-15㎞　2：0-25㎞　3：0-40㎞

製品仕様  MANTIS10 PLUS

※メーカー調べのため走行時の気象、道路、整備などの諸条件によって走行できる距離は
変わります
※最大速度は走行状況により変化します



保管とお手入れ
■保管場所
電動キックボードは次のような場所に保管して下さい。
また、保管の際はカバーをかけてください。

・平らで安定しているところ
・風通しがよく、湿気のないところ
・雨露や直射日光の当たらないところ

■長期保管するときは
電動キックボードを1カ月以上使用しないで保管するときは、次のことを行ってください。

・バッテリーをフル充電にしてから保管する
・保管に適した温度（-20～20℃を推奨）で保管する
・3か月に1回は充電する

■長期保管した後に使用するときは
長期保管した後に再び電動キックボードを使用するときは、次のことを行ってください。

・バッテリー残量がない場合は、充電してから使用する
・6か月を超えたら点検整備を受ける



点検・整備項目
以下の点検項目を参考にして、定期的に点検を行ってください。

注意
強制

異常を感じた場合は定期点検と関係なく点検を受けてください。

点検項目
１，アシスト機能は正常に作動するか、異音がしないか

２，モーターからグリス漏れがないか

３，電気配線の接続部にゆるみ、損傷がないか

４，コードの断線がないか、フレームへの取り付けは適切か

５，表示ランプは点灯するか

６，バッテリーの消耗が早くなっていないか

点検時期のめやす
１回目　：　2か月
２回目　：　6か月
３回目　：　1年
４回目　：　1年半
５回目　：　2年
６回目　：　2年半
７回目　：　3年



故障かな？と思ったら
■電源が入らない

【確認】充電されていますか？
【対処方法】バッテリーを充電してください

■電源は入るがモーターが動かない
 （操作スイッチは表示されて、バッテリー残量も充分である）

【確認】バッテリーと充電アダプターが正しくセットされていますか？
【対処方法】発進時はブレーキをかけないでください。ブレーキレバー
がしっかりと戻っていることを確認してください。

【確認】バッテリーが完全放電していませんか？
【対処方法】バッテリーから充電接続コネクターを、充電アダプターか
ら充電コードをいったん抜いてもう一度各コネクター/コードに接続しな
おしてください

■走行距離が短い
【確認】充電されていますか？
【対処方法】バッテリーを充電してください

【確認】バッテリーを長期間使用せずに放置していませんでしたか？
【対処方法】充電が完了したバッテリーでも長期間使用しなかった場合は自然に放電し
てしまうため、残量がなくなっていることがあります。

【確認】坂道の連続走行や、悪路などの過酷な走行をしませんでしたか？
【対処方法】道路条件や変速位置等により走行距離が短くなります。

【確認】気温が低くないですか？
【対処方法】冬季や寒冷地ではバッテリーが冷えているため、バッテリーの特性上、容
量が低下したり、走行距離が短くなります。

【確認】気温が高くないですか？
【対処方法】高温で放置した場合は、バッテリーの残量が減少することがあります。

【確認】使い込んだバッテリーを使用していませんか？
【対処方法】バッテリーの寿命と思われます。新しいバッテリーをご購入いただき、交
換してください。



製品保証
【保証規定】
1.本規定は、出荷後の保証を当社が定めたものです。
2.本規定は、日本国内での使用のみに適用されます。本製品は、日本の道路運送車両法に基
づき製造、販売しております。日本国外への持ち運び、使用は一切できません。
3.各部品の不良等は保証期間に基づき対応致します。

【保証期間】
保証を受ける際、ご購入の日から１年になります。
走行距離が3,000kmを超えた際は期間に関係無く保証の対象外となります。
※部品によって保証期間が異なります。
※タイヤ、チューブ、バルブ、ディスク、ブレーキ等の消耗品は保証の対象外となりま
す。
※分解、改造は保証の対象外となります。

【保証対象部品】
本体、バッテリー（60％以下に低下しないこと）/モーター/ハンドル/ナンバー灯/アダプタ
ー/液晶ディスプレイ
※正しい使用法にて、使用し不良が発生した場合のみ保証させて頂きます。

【保証範囲】
本製品が保証期間内に正常な使用状態で故障した場合に保証規定により１年間の修理また
は交換対応をいたします。
※部品代は弊社が負担しますが、工賃と送料は、恐れ入りますがお客様がご負担くださ
い。
また、保証対象外となる修理、消耗品部品の費用についてはお客様のご負担となります。
修理または交換された本体や部品などはお返しいたしておりません。

保証対象外となる項目は以下のような場合になります。
1.製品保証書が無い場合、もしくは中古車販売、個人売買により製品を所有した場合
2.取り扱い上での輸送中の落下、取り扱いが不適当なために生じた故障並びに損傷
3.他製品を接続したことによる故障、動作保証を行っていない機器やケーブルを接続したこ
とによる故障の場合
4.不適当な使用環境、保管状況によって起こる故障、消耗品の交換。
5.砂地、砂利道等の舗装のされていない道路を長期間走行したことによって発生した部品の
不良、故障、部品の損傷。
6.経年劣化によって発生する不具合（塗装面の剥がれ、メッキ部のサビ、その他）
7.走行上問題の無い、使用環境、使用状態、保管状態によって左右される現象（音、振動、
バッテリー充電容量の低下）
8.製品の分解、修理、改造によって発生した故障や損傷など
9.地震、噴火、津波などの天災や、戦争などの紛争による損害



【次に示す費用はお客様ご負担になります】
1.修理に対する保証対象部品の修理にかかった工賃
2.法定に定められた継続検査に伴う点検整備の費用
3.本製品が使用できないことによって発生した損失、費用
4.本保証書に示す以外の費用、保障など

【お客様に守って頂きたい事項、免責事項】
1.製品を正常に使用していただくためには、必ず製品の日常点検を行って頂く必要がありま
す。
点検を怠った事が起因として発生した故障、修理に関しては保証対象外となりますので必
ず実施して下さい。
2.法令で準じられた点検、整備は必ず実施して下さい。お客様にて点検ができない場合、お
近のバイク取り扱い店、販売店またはメーカーへご相談下さい。
3.製品寿命、経年劣化、過度な連続稼動による製品の故障、外観の変色、モニターの画面の
焼付き（画面ムラ）は保証対象外となります。

【修理について】
1.出張修理は行っておりません。保証対象となった場合でも商品発送に掛かる費用は恐れ入
りますがご負担ください。
2.当社経由で修理を行い、費用が発生した場合、当社へ修理代金のお支払を頂いたことを確
認してからの返送になります。
修理を行わない場合であっても返送料金については別途ご負担をお願いしております。

【その他】
製品のカラー、仕様、価格はメーカーの都合により予告なく変更される場合があります。
掲載製品のカラーは、実際のカラーと若干異なる場合があります。
製品のデータ、写真等の無断転用はお断りいたします。

製品保証



ご住所　　　　：

ふりがな　　　：
ご氏名　　　　：

お買い上げ日　：

ブランド名　　：

車種名　　　　：

カラー　　　　：

車体番号　　　：

保証書

メーカー・製造元
Ningbo Kaabo Technology Co., Ltd.Ningbo Kaabo Technology Co., Ltd.
Add: 3rd Floor, Building B3, Shanshan New Energy Base,NO. 238 Yunlin MiddleAdd: 3rd Floor, Building B3, Shanshan New Energy Base,NO. 238 Yunlin Middle
  Road, Haishu District, Ningbo ZhejiangRoad, Haishu District, Ningbo Zhejiang  
Tel: 0086-0574-88321118Tel: 0086-0574-88321118
Email: Email: sales@kaabo.comsales@kaabo.com　　　　Web: Web: www.kaabo.comwww.kaabo.com

日本代表代理店
evmart 小型電動モビリティ専門店evmart 小型電動モビリティ専門店
SUPER祭り合同会社SUPER祭り合同会社
〒231-0806　神奈川県横浜市中区本牧町1-30-2 ココ・サンスイ1F〒231-0806　神奈川県横浜市中区本牧町1-30-2 ココ・サンスイ1F
Tel：070-8478-0212　　E-Mail：info@evmart.jpTel：070-8478-0212　　E-Mail：info@evmart.jp

お客様

mailto:sales@kaabo.com
http://www.kaabo.com/

